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【解答例】 

 1  

 （１） A: オストワルト  B: 酸化 

 （2） 反応の前後で自身は変化せず，アンモニアと酸素の反応速度を大きくする。 

 (3) 2.0 mol のアンモニアから生成する硝酸は 2.0 mol 

 (4) a： 8  b： 3  C： 4 

  d： 2     

 (5) 硝酸は熱や光によって分解するため。 

 (6) Ⅰ： （エ）  Ⅱ： （ウ）   

 

 2  

 (1) 2.00 × 10−2 mol/L 

 （2） pH： 1.70     

 (3) 20.0 mL     

 (4) 指示薬：メチルアレンジ 理由：中和点が酸性側であるから 

 

 3  

 （1） A: セルロース  B: グルコース  C：スクロース 

  D： デンプン     

 (2) それぞれの水溶液中において，グルコースはアルデヒド基が存在するため

還元性を示すが，スクロースにはそれが存在せず，還元性を示さない。 

 (3) ヨウ素デンプン反応     

 (4) フェノール樹脂     

 (5) 銅アンモニアレーヨン（キュプラ）   
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【出題意図】 

 

 1  アンモニアの酸化による硝酸製造 

アンモニアの酸化による硝酸の工業的製法（オストワルト法）の問題を通して， 

硝酸に関する基礎的知識ならびに化学反応における化学量論に関する 

基礎的知識と理解力を問う。 

 

 2  塩酸の中和滴定 

塩酸の中和滴定の問題を通して，中和滴定に関する基礎的知識と理解力を問う。 

 

 3  糖類の同定 

グルコース，スクロース，デンプン，セルロースの 4 種の糖類について，3 つの実験 

から糖類の種類を同定する問題を通して，糖類に関する基礎的知識と理解力を問う。 

 


